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商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条

倉
　
沢
　
康

K良

一二三四

問
題
の
所
在

商
法
六
六
七
条
の
権
利
と
自
賠
法
一
六
条
の
権
利
の
異
同

両
条
の
法
理
的
根
拠

結
語
i
現
段
階
に
お
け
る
責
任
保
険
契
約
の
不
定
型
性

一

　
商
法
六
六
七
条
は
、
「
賃
借
人
其
他
他
人
ノ
物
ヲ
保
管
ス
ル
者
力
其
支
払
フ
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
損
害
賠
償
ノ
為
メ
其
物
ヲ
保
険
二
付
シ
タ
ル
ト
キ

ハ
所
有
者
ハ
保
険
者
二
対
シ
テ
直
接
二
其
損
害
ノ
填
補
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
そ
の
法
典
上
の
位
置
（
商
法
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

三
編
第
＋
章
第
一
節
第
二
款
火
災
保
険
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
種
の
責
任
保
険
契
約
の
効
果
を
定
め
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

契
約
の
法
的
な
分
類
は
、
そ
の
目
的
す
な
わ
ち
契
約
当
事
者
の
効
果
意
思
の
内
容
を
基
準
と
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
火
災
保
険
契

約
が
火
災
と
い
う
保
険
事
故
に
よ
つ
て
生
じ
た
被
保
険
者
の
物
に
つ
き
有
す
る
利
益
の
滅
失
損
害
を
填
補
す
る
こ
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で

　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
　
　
（
一
〇
六
）

あ
る
の
に
対
し
て
、
商
法
六
六
七
条
の
規
定
対
象
と
な
つ
て
い
る
契
約
は
、
「
賃
借
人
其
他
他
人
ノ
物
ヲ
保
管
ス
ル
者
力
其
支
払
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ

損
害
賠
償
ノ
為
メ
其
物
ヲ
保
険
二
付
シ
タ
」
と
い
う
も
の
で
あ
つ
て
、
被
保
険
者
の
法
的
責
任
負
担
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
を
填
補
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
責
任
保
険
契
約
も
ま
た
損
害
保
険
契
約
の
一
種
で
あ
つ
て
、
し
た
が
つ
て
そ
れ
は
被
保
険
者
の
こ
う
む
つ
た
損
害
の
填
補
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
被
保
険
者
が
法
的
責
任
を
負
担
し
た
相
手
方
、
す
な
わ
ち
不
法
行
為
の
場
合
の
被
害
者
ま
た
は
債
務
不
履
行
の
場
合
の

債
権
者
の
よ
う
に
、
被
保
険
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
し
た
者
は
、
保
険
関
係
に
お
い
て
は
第
三
者
で
あ
つ
て
、
本
来
は
、
保
険
契

約
上
の
権
利
・
義
務
が
直
接
に
帰
属
す
べ
き
者
で
は
な
い
。
契
約
上
の
意
思
表
示
に
よ
つ
て
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
し
た
者
に
直
接
に
保
険

給
付
請
求
権
が
生
ず
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
（
た
だ
し
、
契
約
締
結
時
に
お
い
て
は
、
請
求
権
者
は
原
則
的
に
不
特
定
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
）
、
こ
の
よ
う
な
契
約
は
、
そ
れ
自
体
す
で
に
第
三
者
の
た
め
に
す
る
一
般
の
物
保
険
契
約
で
あ
つ
て
、
責
任
保
険
契
約
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
商
法
六
六
七
条
は
、
物
の
保
管
者
の
責
任
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
第
三
者
で
あ
る
所
有
者
す
な
わ
ち
損
害
賠
償
請
求
権
者
に
直
接
に
保
険
者
に

対
す
る
請
求
権
を
認
め
て
い
る
点
で
、
特
殊
な
効
果
を
定
め
る
規
定
で
あ
る
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
効
果
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
解

釈
論
上
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
被
保
険
者
の
契
約
上
の
権
利
と
第
三
者
で
あ
る
所
有
者
の
本
条
で
定
め
ら
れ
た
権
利
と
の
関
係
は
ど

う
な
る
か
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
本
条
が
物
の
保
管
者
の
所
有
者
に
対
す
る
責
任
保
険
契
約
に
つ
い
て
の
特
則
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
責
任

保
険
契
約
一
般
に
つ
い
て
の
原
則
と
解
し
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
本
条
を
め
ぐ
る
近
時
の
学
説
の
展
開
を
見
る
と
、
右
の
う
ち
第
二
の
点
に
関
す
る
理
論
的
検
討
に
主
た
る
力
点
が
置
か
れ
て
来
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
従
来
か
ら
わ
が
国
の
学
説
は
商
法
六
六
七
条
を
物
の
保
管
者
と
所
有
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
特
殊
な
効
果
を
定
め
た
も
の
と
解
し
て
来
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
今
日
で
も
な
お
通
説
的
見
解
と
い
え
る
が
、
一
方
、
近
時
の
学
説
の
中
に
は
、
第
三
者
た
る
被
害
者
の
保
険
者
に

対
す
る
直
接
請
求
権
が
、
責
任
保
険
契
約
一
般
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
来
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
主



張
の
検
討
お
よ
び
こ
の
点
に
つ
い
て
の
私
見
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
の
現
行
法
体
系
の
中
で
、
責
任
保
険

契
約
に
つ
い
て
規
定
す
る
最
も
重
要
な
特
別
法
た
る
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
（
以
下
、
一
般
の
引
用
例
に
し
た
が
い
自
賠
法
と
略
称
す
る
）
　
に
お
い

て
も
、
同
法
上
の
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
（
以
下
、
自
賠
責
保
険
契
約
と
略
称
す
る
）
の
効
果
と
し
て
、
第
三
者
た
る
被
害
者
の
保
険
者

に
対
す
る
直
接
請
求
権
が
法
定
さ
れ
て
お
り
（
自
賠
法
一
六
条
一
項
）
、
前
述
の
議
論
の
射
程
距
離
の
範
囲
内
に
、
こ
の
自
賠
法
上
の
被
害
者
の
直
接

請
求
権
も
ま
た
位
置
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
右
の
問
題
点
の
う
ち
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
そ
の
検
討
が
充
分
に
な
さ
れ
て
来
て
い
る
も
の
と
は
い

　
　
　
　
　
　
（
4
）

え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
の
理
論
が
基
本
的
に
関
係
す
る
重
要
な
判
例
が
、
す
で
に
、
昭
和
三
九
年
五
月
一
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
に
よ
つ
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　
事
案
は
、
自
動
車
の
人
身
事
故
の
被
害
者
で
あ
る
X
が
自
動
車
保
有
者
た
る
Y
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件
で
あ
る
が
、
問
題
に
な

つ
た
の
は
、
X
は
、
事
前
に
Y
の
加
入
し
て
い
た
保
険
会
祉
に
対
し
て
直
接
請
求
を
な
し
、
保
険
会
社
か
ら
保
険
金
を
受
領
す
る
に
あ
た
つ
て
、
保

険
金
額
の
査
定
に
つ
い
て
は
一
切
異
議
を
留
め
な
い
旨
の
「
承
諾
書
」
を
保
険
会
社
に
交
付
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
Y
の
側
で
は
、
自
賠

法
一
六
条
一
項
の
被
害
者
の
保
険
会
社
に
対
す
る
請
求
権
は
、
被
保
険
者
が
被
害
者
に
賠
償
金
を
支
払
い
、
こ
れ
を
保
険
会
社
に
請
求
す
る
と
い

う
同
法
一
五
条
の
手
続
を
簡
略
化
し
、
被
害
者
が
直
接
に
保
険
会
社
に
請
求
す
る
た
め
の
法
定
の
代
位
権
で
あ
つ
て
、
X
が
代
位
の
法
理
に
も
と

づ
い
て
請
求
権
を
行
使
し
て
保
険
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
際
に
そ
の
余
の
請
求
権
を
放
棄
し
て
そ
れ
に
よ
り
Y
の
同
法
一
五
条
に
よ
を
保
険
契
約

上
の
権
利
を
消
滅
せ
し
め
た
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
生
ず
る
不
利
益
は
被
害
者
に
帰
す
べ
き
こ
と
は
当
然
の
事
理
で
あ
る
か
ら
、
代
位
者
た

る
X
が
本
人
た
る
Y
に
対
し
て
有
し
て
い
た
損
害
賠
償
請
求
権
も
ま
た
消
滅
し
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
争
つ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
は
以
下
の
よ
う
に
説
示
し
て
Y
の
主
張
を
し
り
ぞ
け
た
。
「
自
賠
法
は
、
自
動
車
の
運
行
に
よ
つ

て
人
の
生
命
又
は
身
体
が
害
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
損
害
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
面
自
動
車
運
送
の
健
全
な
発
達

　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
目
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
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〇
七
）



　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
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賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
　
　
（
一
〇
八
）

に
資
す
る
と
と
も
に
他
面
被
害
者
の
保
護
を
図
つ
て
い
る
こ
と
並
び
に
同
法
は
自
動
車
事
故
が
生
じ
た
場
合
被
害
者
側
が
加
害
者
側
か
ら
損
害
賠

償
を
受
け
、
次
に
賠
償
し
た
加
害
者
が
保
険
会
社
か
ら
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
た
だ
被
害
者
お
よ
び
加
害
者
双
方
の
利
便
の
た

め
に
補
助
的
手
段
と
し
て
、
被
害
者
側
か
ら
保
険
会
社
に
直
接
一
定
の
範
囲
内
に
お
け
る
損
害
額
の
支
払
を
請
求
し
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
趣
旨

に
鑑
み
る
と
き
は
、
自
賠
法
三
条
ま
た
は
民
法
七
〇
九
条
に
よ
つ
て
保
有
者
お
よ
び
運
転
者
が
被
害
者
に
対
し
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
、

被
害
者
か
保
険
会
社
に
対
し
て
も
自
賠
法
一
六
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
と
き
は
、
右
両
請
求
権
は
別
個
独
立
の
も
の
と
し

て
併
存
し
、
も
ち
ろ
ん
被
害
者
は
こ
れ
が
た
め
二
重
に
支
払
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
が
、
特
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
右
保
険
会
社
か
ら
受
け
た

支
払
額
の
内
容
と
抵
触
し
な
い
範
囲
で
は
加
害
者
に
対
し
財
産
上
又
は
精
神
上
の
損
害
賠
償
を
請
求
し
う
る
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。
」

　
要
す
る
に
、
Y
の
側
で
は
、
自
賠
法
一
六
条
一
項
の
被
害
者
直
接
請
求
権
の
性
質
を
、
加
害
者
た
る
被
保
険
者
の
有
す
る
保
険
金
請
求
権
に
つ

い
て
の
法
定
的
「
代
位
権
」
と
解
し
て
、
X
が
Y
の
保
険
金
請
求
権
を
代
位
行
使
す
る
に
あ
た
つ
て
自
か
ら
権
利
放
棄
し
て
い
る
以
上
、
X
の
Y

に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
す
で
に
消
滅
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
被
害
者
は
自
賠
法
一
六
条
一
項
に
よ
つ

て
「
保
険
会
社
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
」
こ
と
に
な
り
、
こ
の
請
求
権
と
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
が
別
個
独
立

に
併
存
す
る
も
の
と
解
し
て
、
一
方
の
請
求
権
に
つ
い
て
の
権
利
放
棄
は
当
然
に
は
他
方
の
請
求
権
に
は
影
響
を
与
え
な
い
も
の
と
す
る
の
で
あ

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
の
争
点
は
、
自
賠
法
上
の
被
害
者
の
直
接
請
求
権
の
法
的
性
質
と
い
う
基
礎
的
な
法
理
論
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
単
に
自
賠
法
の
解
釈
論
と
し
て
の
判
決
理
由
の
当
否
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
、
責
任
保
険
契
約
の
基
本
的

構
造
の
理
解
に
関
係
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
特
に
、
前
述
の
よ
う
な
、
商
法
六
六
七
条
の
効
果
と
自
賠
法
一
六
条
一
項
の
そ
れ
と
を
と
も
に
同
輔
の

理
論
の
射
程
範
囲
内
の
も
の
と
解
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
は
、
具
体
的
に
商
法
六
六
七
条
の
解
釈
論
に
も
影
響
を
及
ぽ
さ
ず
に
は
お
か
な

い
は
ず
で
あ
る
。



（
1
）
松
本
「
保
管
右
の
責
任
保
険
を
論
ず
」
商
法
解
釈
の
諸
問
題
三
九
三
頁
、
野
津
・
新
保
険
契
約
法
論
四
七
九
頁
、
大
森
・
保
険
法
二
〇
八
頁
、
西
嶋
・
責
任
保
険
法
の
研
究
二

　
五
五
頁
。

（
2
）
　
倉
沢
「
信
用
保
険
と
保
証
保
険
」
本
誌
四
八
巻
二
号
三
八
頁
。

（
3
）
　
中
西
「
責
任
保
険
に
お
け
る
『
第
三
者
』
の
地
位
」
香
川
大
学
経
済
論
叢
二
九
巻
四
号
二
九
頁
（
2
）
。

（
4
）
　
こ
の
点
を
特
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
酉
嶋
・
保
険
判
例
百
選
九
四
頁
、
金
沢
「
被
害
者
の
保
険
金
直
接
請
求
権
」
保
険
と
民
事
責
任
の
法
理
一
三
二
頁
以
下
、
田
辺
「
被
害

　
者
の
直
接
請
求
権
」
損
害
保
険
双
書
2
二
一
〇
頁
以
下
。

（
5
）
　
民
集
一
八
巻
四
号
五
八
三
頁
。

二

　
現
行
商
法
六
六
七
条
の
立
法
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
本
条
ハ
既
成
商
法
中
二
存
セ
サ
ル
所
ナ
リ
蓋
シ
現
今
ノ

実
際
二
於
テ
ハ
賃
借
人
其
他
他
人
ノ
物
ヲ
保
管
ス
ル
者
力
火
災
二
関
シ
所
有
者
二
対
シ
責
任
ヲ
負
ヒ
損
害
ヲ
賠
償
シ
タ
ル
ノ
例
　
シ
ト
難
モ
将
来

此
責
任
問
題
ヲ
発
生
シ
従
テ
賃
借
人
其
他
ノ
保
管
者
ヵ
所
有
者
二
対
シ
テ
支
払
フ
ヘ
キ
損
害
賠
償
ノ
為
メ
其
物
ヲ
火
災
保
際
二
付
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ

シ
此
場
合
二
於
テ
火
災
二
因
リ
テ
損
害
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
賃
借
人
其
他
ノ
保
管
者
ヨ
リ
保
険
者
二
対
シ
テ
其
損
害
ノ
填
補
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
セ
シ
ム
ル
ヨ
リ
モ
却
テ
所
有
者
ヲ
シ
テ
保
険
者
二
対
シ
直
接
二
其
損
害
ノ
填
補
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
コ
ト
損
害
填
補
ノ
目
的
ヲ
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ス
ル
ニ
便
利
ナ
ル
ヘ
シ
是
レ
特
二
本
条
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
タ
ル
所
以
ナ
リ
。
」
す
な
わ
ち
、
わ
が
現
行
商
法
の
立
法
者
は
、
物
の
保
管
者
が
法
的
責

任
を
負
担
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
生
ず
る
損
害
を
填
補
す
べ
き
保
険
す
な
わ
ち
責
任
保
険
の
発
展
を
予
見
し
、
あ
ら
た
な
制
度
と
し
て
意
識
的
に
こ

れ
を
立
法
し
た
の
で
あ
る
。
殊
に
、
こ
の
条
文
が
、
草
案
の
段
階
で
は
「
賃
借
人
其
他
他
人
ノ
物
ヲ
保
管
ス
ル
者
力
其
物
ヲ
火
災
保
除
二
付
シ
タ

ル
ト
キ
ハ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
立
法
の
過
程
で
そ
れ
が
「
其
支
払
フ
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
損
害
賠
償
ノ
タ
メ
其
物
ヲ
保
険
二
付
シ
タ

ル
ト
キ
ハ
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
立
法
者
が
責
任
保
険
契
約
の
目
的
と
い
う
も
の
を
純
化
し
て
と
ら
え
、
そ
の
よ
う
な
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
所
有
者
に
直
接
請
求
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
　
（
一
〇
九
）



　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
　
　
（
一
一
〇
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
立
法
の
沿
革
上
、
現
行
法
の
立
法
以
前
に
お
い
て
は
こ
の
点
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
そ
う
は
い
い
き
れ
な
い
。
既
成
法
典
す
な
わ
ち
旧
商
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
六
六
〇
条
に
次
の
よ
う
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
動
産
又
ハ
不
動
産
ハ
賃
借
人
、
用
益
者
若
ク
ハ
受
託
者
其
他
ノ
資
格
ヲ
以
テ
之
ヲ
占
有
シ
又
ハ
保
管
ス
ル
者
二
於
テ
自
己
ノ
利
益
ニ
テ
モ
所
有
者
ノ
利
益
ニ
テ

　
モ
自
己
及
ヒ
所
有
者
ノ
利
益
ニ
テ
モ
之
ヲ
保
険
二
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
敦
レ
ノ
利
益
ニ
テ
保
険
二
付
シ
タ
ル
カ
ニ
付
キ
疑
ア
ル
ト
キ
ハ
自
己
ノ
利
益
ニ
テ
保
険
二

　
付
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス

　
自
己
ノ
利
益
ニ
テ
保
険
二
付
シ
タ
ル
場
合
二
在
テ
ハ
第
一
二
被
保
険
者
自
己
ノ
損
害
二
充
テ
ン
カ
為
メ
次
二
所
有
者
二
対
ス
ル
自
己
ノ
責
任
二
充
テ
ン
カ
為
メ

　
保
険
二
付
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
徴
ス
其
責
任
二
充
ツ
ル
被
保
険
額
ノ
部
分
二
対
シ
テ
ハ
被
保
険
者
ノ
債
権
者
ハ
総
テ
請
求
権
ヲ
有
セ
ス

　
所
有
者
又
ハ
其
他
ノ
者
ノ
損
害
賠
償
ノ
要
求
二
充
テ
ン
カ
為
メ
保
険
二
付
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
第
六
三
九
条
二
依
り
自
己
ノ
保
険
者
ト
看
倣
ス
可
キ
ト
キ
ト

錐
モ
其
被
保
険
額
ヲ
限
ト
シ
テ
保
険
者
独
リ
全
部
ノ
損
害
ヲ
負
担
ス

　
こ
こ
で
は
、
す
で
に
物
の
占
有
者
ま
た
は
保
管
者
の
責
任
保
険
契
約
と
い
う
も
の
が
構
想
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
二
項

に
よ
れ
ば
、
賃
借
人
等
の
物
の
保
管
者
が
、
そ
の
保
管
す
る
他
人
の
物
に
つ
い
て
自
己
の
た
め
に
す
る
損
害
保
険
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
物
の
波
失
に
よ
つ
て
保
管
者
目
身
に
損
害
が
生
じ
う
る
か
ぎ
り
で
は
通
常
の
物
保
険
と
な
り
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

に
対
す
る
責
任
負
担
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
責
任
保
険
契
約
と
み
な
し
て
こ
れ
を
有
効
と
し
、
し
か
も
、
三
項
で
は
、
保
険
者
代
位
を
特
に
排
除

し
て
、
こ
れ
が
責
任
保
険
契
約
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
結
果
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
点
は
、
二
項
の
後
段
の
規
定
に
よ
つ
て
、
責
任
保
険
契
約
の
保
険
金
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
の
一
般
債
権
者

の
権
利
が
す
べ
て
排
除
さ
れ
、
こ
の
保
険
金
が
所
有
者
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
旧
商
法
の
注
釈
と
し
て
、
例
え
ば
長
谷
川
喬
判
事
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ロ

「
抑
々
自
己
ノ
利
益
中
ニ
ハ
又
且
二
箇
ノ
別
ア
リ
即
チ
第
一
ハ
引
越
料
ニ
シ
テ
自
己
ノ
損
害
二
属
ス
ル
モ
ノ
第
ニ
ハ
貸
主
二
対
ス
ル
賠
償
ノ
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ニ
シ
テ
自
己
ノ
責
任
二
属
ス
ル
モ
ノ
是
ナ
リ
今
仮
リ
ニ
此
第
哺
ノ
利
益
ヲ
五
百
円
ナ
リ
ト
シ
第
ニ
ノ
利
益
ヲ
五
千
円
ナ
リ
ト
シ
而
シ
テ
被
保
険
額

ハ
僅
二
三
千
円
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
先
以
テ
此
五
百
円
ヲ
引
去
リ
残
金
二
千
五
百
円
ノ
ミ
賠
償
ノ
責
任
二
充
ッ
ル
ノ
類
ノ
如
シ
而
シ
テ
此
二
千
五



百
円
即
チ
本
条
ノ
所
謂
責
任
二
充
ツ
ル
被
保
険
額
ノ
部
分
二
対
シ
テ
ハ
家
主
二
於
テ
先
取
権
ヲ
有
シ
他
ノ
債
権
者
二
在
テ
ハ
其
分
配
ヲ
請
求
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
述
べ
、
右
の
点
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
右
に
見
た
よ
う
に
、
旧
商
法
に
お
い
て
は
、
責
任
保
険
の
保
険
金
に
対
し
て
所
有
者
が
排
他
的
な
権
利
を
有
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
保
険
者
に
直
接
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
は
規
定
上
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
旧
商
法
の
草
案
作
成
者
で
あ
る
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
説
明
を

見
る
と
、
右
の
規
定
は
ベ
ル
ギ
ー
一
八
七
四
年
法
三
八
条
を
範
と
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
同
条
（
一
項
）
は
、
「
不
動
産
ノ
火
災
ノ
場
合
二

於
テ
ハ
賃
借
ノ
危
険
（
岳
ρ
器
一
。
S
藻
）
ヲ
保
険
セ
シ
メ
タ
ル
賃
借
人
二
属
ス
ベ
キ
填
補
額
ハ
被
保
険
者
ノ
債
権
者
ヲ
排
除
シ
テ
不
動
産
ノ
所
有

者
二
帰
属
ス
（
①
馨
念
ぎ
一
5
）
」
と
い
う
規
定
で
あ
つ
て
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
自
身
は
こ
の
場
合
所
有
者
に
保
険
金
の
直
接
請
求
権
を
与
え
る
意
図
で
あ

つ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
（
後
述
）
。
も
つ
と
も
、
β
エ
ス
ラ
i
草
案
の
七
二
二
条
で
は
、
旧
商
法
六
六
〇
条
二
項
後
段
に
相
当
す
る
規
定
は
、

「
其
自
己
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
場
合
二
在
テ
ハ
自
己
ノ
利
益
ノ
関
セ
サ
ル
ト
キ
ニ
限
リ
被
保
険
者
ヲ
以
テ
所
有
者
ノ
代
人
ト
視
倣
シ
、
被
保
険
者
ノ

債
主
ハ
其
保
険
額
二
対
シ
要
求
権
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
さ
れ
て
お
り
、
・
エ
ス
ラ
ー
自
身
が
、
「
今
ヤ
現
有
者
ノ
自
己
ノ
利
益
二
供
セ
サ

ル
保
険
額
ハ
総
テ
所
有
者
二
帰
ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
災
難
ノ
為
メ
ニ
消
失
シ
タ
ル
所
有
者
ノ
物
品
ヲ
自
己
ノ
財
産
ト
為
ス
コ
ト
能
ハ
ス
。
他
人
ノ
災

難
二
拠
テ
己
ヲ
富
マ
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
レ
ハ
ナ
リ
。
（
中
略
）
若
シ
借
地
人
等
ニ
シ
テ
自
己
ノ
為
メ
ニ
保
険
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
保
険
額
ハ
自
ラ
直

接
二
払
受
ケ
地
主
二
対
シ
テ
ハ
之
力
為
メ
ニ
只
其
借
地
契
約
上
ノ
責
任
ヲ
有
ス
ル
ノ
、
・
・
。
然
レ
ト
モ
地
主
ノ
地
位
ヲ
寛
ニ
シ
借
地
人
等
ノ
之
ヲ
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ス
ル
コ
ト
ヲ
防
カ
ン
為
メ
ニ
補
助
的
二
（
本
文
代
人
ト
視
倣
ス
云
々
ヲ
指
ス
）
保
険
額
二
対
ス
ル
直
接
権
利
ヲ
之
二
与
ヘ
タ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
立
法
の
過
程
に
お
い
て
右
の
「
被
保
険
者
ヲ
以
テ
所
有
者
ノ
代
人
ト
視
倣
シ
」
と
い
う
部
分
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
つ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
旧
商
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
長
谷
川
判
事
の
い
う
よ
う
に
、
責
任
保
険
の
保
険
金
に
対
し
て
所
有
者
の
優
先
権
が
認
め
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
つ
て
、
保
険
者
に
対
す
る
直
接
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
行
商
法
六
六
七
条

の
立
法
理
由
書
が
、
「
本
条
ハ
既
成
商
法
中
二
存
セ
サ
ル
所
ナ
リ
」
と
述
べ
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
（
一
一
一
）



　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
（
二
二
）

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
立
法
の
沿
革
に
徴
す
る
と
き
、
商
法
六
六
七
条
の
規
定
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
る
所
有
者
の
直
接
請
求
権
は
、
そ

の
内
容
が
、
被
保
険
者
た
る
保
管
者
の
保
険
者
に
対
す
る
権
利
す
な
わ
ち
保
険
金
請
求
権
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
い

え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
冒
エ
ス
ラ
ー
が
範
と
し
た
ベ
ル
ギ
ー
一
八
七
四
年
法
三
八
条
一
項
が
そ
の
趣
旨
で
あ
る
こ
と
は
文
言
上
あ
き
ら
か
で
あ
る
と

と
も
に
、
ロ
ェ
ス
ラ
i
草
案
は
、
責
任
保
険
の
保
険
金
は
保
管
者
が
こ
れ
を
受
け
取
る
場
合
に
も
法
律
上
所
有
者
に
帰
属
す
べ
き
も
の
と
し
て
お

り
、
ま
た
、
現
行
法
の
立
法
が
か
り
に
そ
れ
以
前
の
立
法
の
沿
革
か
ら
は
ま
つ
た
く
独
立
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の
立
法
理

由
は
、
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
保
険
給
付
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
便
宜
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
商
法
六
六
七
条
の
規
定
自
体
の
文
理
解
釈
か
ら
し
て
も
、
同
条
は
同
一
の
条
文
の
中
で
「
損
害
賠
償
」
と
「
損
害
填
補
」
と
を
使
い
分
け
て
お

り
、
こ
の
場
合
の
所
有
者
の
直
接
請
求
権
の
目
的
は
、
損
害
賠
償
で
は
な
く
て
、
商
法
上
保
険
給
付
の
内
容
を
意
味
す
る
損
害
填
補
と
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
の
で
あ
る
か
ら
、
所
有
者
が
保
険
者
に
対
し
て
行
使
し
う
る
も
の
は
保
険
金
請
求
権
と
同
一
の
も
の
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
自
賠
法
一
六
条
一
項
は
、
「
被
害
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
険
会
社
に
対
し
、
保
険
金
額
の
限
度
に
お
い

て
、
損
害
賠
償
額
の
支
払
を
な
す
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
と
定
め
、
さ
ら
に
同
条
三
項
に
は
、
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

保
険
会
社
か
被
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
額
の
支
払
を
し
た
と
き
は
（
中
略
）
保
険
会
社
が
、
責
任
保
険
の
契
約
に
基
き
被
保
険
者
に
対
し
て
損

害
を
填
補
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
い
う
み
な
し
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
自
賠
法
上
の
被
害
者
の
直
接
請
求
権
の
目
的
は
、
被

害
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
要
す
る
に
、
責
任
保
険
の
保
険
者
に
対
す
る
第
三
者
の
直
接
請
求
権
と
い
う
も
の
の
中
で
も
、
商
法
六
六
七
条
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
が
保

険
者
に
対
し
て
有
し
て
い
る
保
険
金
請
求
権
を
第
三
者
（
所
有
者
）
が
代
つ
て
行
使
し
う
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
自
賠
法
一

六
条
に
お
い
て
は
、
第
三
者
（
被
害
者
）
が
被
保
険
者
に
対
し
て
有
し
て
い
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
保
険
者
に
対
し
て
行
使
し
う
る
ー
換
言
す

れ
ば
、
被
保
険
者
の
損
害
賠
償
義
務
を
保
険
者
が
代
つ
て
履
行
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
点
で
、
両
者
に
は
相
違
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。



　
こ
の
よ
う
な
両
者
の
相
違
は
、
そ
も
そ
も
、
物
の
保
管
者
の
責
任
保
険
と
い
う
も
の
と
自
賠
責
保
険
と
い
う
も
の
と
が
ま
つ
た
く
別
個
・
無
関

係
の
制
度
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
そ
の
制
度
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
政
策
採
用
の
結
果
、
偶
然
に
第
三
者
の
保
険
者
に
対
す
る
請
求
権

と
い
う
面
で
一
致
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
両
者
は
、
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
第
三
者
の
直
接
請
求

権
と
い
う
意
味
で
は
本
質
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
法
政
策
上
の
相
違
は
、
た
か
だ
か
法
の
規
定
の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
つ
て
、
か
り
に
両
者
の
間
に
法
律
効
果
の
点
で
何
ら
か
の
相
違
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
制
度
に
と
つ
て
は
附
随

的
な
相
違
に
す
ぎ
な
い
の
か
t
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
第
三
者
の
直
接
請
求
権
の
根
拠
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
あ
る
い
は
、
次
の
よ
う
に
い
い
か
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
今
目
、
商
法
六
六
七
条
お
よ
び
自
賠
法
一
六
条
に
つ
い

て
は
と
も
に
こ
れ
を
法
定
的
な
請
求
権
付
与
と
解
す
る
の
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
立
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
つ
た

く
政
策
的
必
要
性
だ
け
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
立
法
政
策
の
採
用
を
可
能
と
す
る
た
め
の
何
ら
の
法

理
論
的
な
根
拠
も
な
い
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
両
請
求
権
は
、
二
つ
の
別
個
の
制
度
に
つ
い
て
、
偶
然
に
社
会
的
な
必
要
性
が
一
致
し
た
例
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
物
の
所
有
者
の
保
護
お
よ
び
交
通
人
身
事
故
の
被
害
者
の
保
護
と
い
う
政
策
目
的
達
成
の
た
め

に
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
と
も
に
責
任
保
険
の
保
険
者
に
対
す
る
直
接
請
求
権
と
い
う
も
の
が
法

定
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
は
、
責
任
保
険
契
約
の
法
理
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
効
果
の
法
定
を
可
能
と
す
る
根
拠
が
内
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
法
定
的
な
請
求
権
の
性
質
の
解
明
に
つ
い
て
も
、
右
の
法
理
が
そ
の
基
準
と
な
る
べ
ぎ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
と
に
関
し
て
、
前
者
に
お
い
て
は
、
第
三
者
（
所
有
者
）
が
被
保
険
者
に
代
わ
つ
て
保
険
金
の
直
接

請
求
を
な
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
、
第
三
者
（
被
害
者
）
が
保
険
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
直
接
請
求
を
な
す
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
保
険
契
約
の
法
理
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
f
あ
る
い
は
そ
の
中
に
は
位
置
づ
け
る
こ

　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
　
　
（
一
二
5



　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条

と
が
で
き
な
い
か
ー
を
検
討
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
請
求
権
の
法
的
性
質
の
解
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
法
典
調
査
会
・
商
法
修
正
案
参
考
書
第
三
編
一
一
五
丁
。

　
（
2
）
　
西
嶋
・
責
任
保
険
法
の
研
究
二
五
二
頁
以
下
参
照
。

　
（
3
）
　
松
本
濡
治
博
士
は
、
こ
の
点
を
立
法
理
由
書
の
誤
り
で
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
1
前
掲
三
九
一
頁
。

　
（
4
）
　
長
谷
川
・
商
法
正
義
五
巻
一
二
七
頁
。

　
（
5
）
　
・
エ
ス
レ
ル
氏
起
稿
・
商
法
草
案
下
巻
一
五
二
頁
以
下
。

　
（
6
）
　
野
津
・
前
掲
四
八
○
頁
。

一
一
四

（
二
四
）

三

　
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
第
三
者
の
直
接
請
求
権
の
根
拠
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
こ
れ
を
積
極
的
に
理
論
づ
け
る
試
み
は
種
々
な
さ

れ
て
来
た
が
、
近
時
の
最
も
注
目
す
べ
き
理
論
と
し
て
は
、
中
西
正
明
教
授
の
学
説
と
西
嶋
梅
治
教
授
の
学
説
と
を
挙
げ
う
る
と
す
る
こ
と
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

方
の
異
存
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
両
教
授
の
学
説
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
も
す
で
に
こ
れ
を
な
す
機
会
を
得
て
お
り
、
こ
こ
で
は
詳
述
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

避
け
る
が
、
二
言
で
い
つ
て
、
中
西
教
授
は
、
責
任
保
険
に
お
け
る
保
険
給
付
の
本
質
を
「
責
任
免
脱
」
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
方
、
西
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

教
授
は
、
責
任
保
険
契
約
の
本
質
的
構
造
を
「
不
特
定
の
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
」
た
る
性
質
を
も
含
む
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
第
三
者
の
直
接
請
求
権
を
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
も
し
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
第
三
者
の
直
接
請
求
権
が
、
「
不
特
定
の
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
」
構
造
を
根
拠
と
す
る
も

の
と
す
れ
ば
、
第
三
者
は
被
保
険
者
た
る
地
位
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
請
求
権
は
、
被
保
険
者
の
権
利
す
な
わ

ち
保
険
金
請
求
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
責
任
免
脱
」
給
付
を
根
拠
と
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
第
三
者
の
権
利
の
性

質
は
本
質
的
に
異
な
つ
て
来
る
。
と
い
う
の
は
、
「
責
任
保
険
請
求
権
は
、
被
保
険
者
が
そ
の
第
三
者
に
対
す
る
債
務
を
履
行
す
る
以
前
に
お
け

る
被
保
険
者
に
対
す
る
保
険
金
の
支
払
が
禁
止
さ
れ
る
（
も
の
と
解
さ
れ
る
）
結
果
、
そ
の
間
は
、
保
険
請
求
権
に
非
ず
し
て
、
保
険
者
に
対
し
、



第
三
者
に
保
険
金
を
支
払
う
べ
き
こ
と
を
請
求
し
う
る
権
利
、
す
な
わ
ち
免
脱
請
求
権
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
保
険
者
の
義
務
は
、
債
務
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
免
脱
と
い
う
給
付
を
な
す
べ
き
義
務
で
あ
る
」
（
カ
ッ
コ
内
倉
沢
補
）
の
だ
か
ら
、
保
険
者
が
第
三
者
か
ら
の
請
求
に
対
し
履
行
を
な
す
こ
と
に

よ
つ
て
、
被
保
険
者
の
免
責
と
い
う
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
、
被
保
険
者
に
対
す
る
保
険
給
付
を
履
行
し
た
意
味
を
も
も
つ
こ
と
に
な
る
わ

け
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
保
険
者
の
（
も
ち
ろ
ん
保
険
金
額
の
範
囲
内
で
の
）
第
三
者
に
対
す
る
履
行
が
、
被
保
険
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
責
任
免

　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

脱
の
現
物
給
付
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
保
険
者
の
第
三
者
へ
の
履
行
に
よ
つ
て
被
保
険
者
が
免
責
さ
れ
る
こ
と
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

的
根
拠
と
し
て
は
、
民
法
四
七
四
条
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
条
が
こ
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
保
険
者
は
、
被
保
険
者
が
第
三

者
に
対
し
て
負
担
し
て
い
る
債
務
を
、
被
保
険
者
に
代
わ
つ
て
弁
済
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
つ
て
、
第
三
者
の
保
険
者
に
対

す
る
請
求
権
は
、
被
保
険
者
に
対
す
る
債
権
す
な
わ
ち
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
つ
て
、
保
険
金
請
求
権
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

る
。

　
比
較
法
的
に
見
て
、
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
第
三
者
の
直
接
請
求
権
の
法
理
形
成
に
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
も
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
理
論
で

あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
第
三
者
の
「
直
接
訴
権
」
（
”
＆
8
爵
8
旦
と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
一
九
三
〇
年
法
の
五
三
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
よ
つ
て
実
体
的
な
請
求
権
と
し
て
確
認
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
る
。
こ
の
「
直
接
訴
権
」
の
根
拠
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
が
提
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

さ
れ
て
来
て
い
る
が
、
そ
の
ど
れ
も
か
、
支
配
的
な
見
解
と
い
う
地
位
を
占
め
る
に
は
至
つ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
一
九
三
〇
年
法
の
五
三

条
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
立
法
的
決
着
を
つ
け
て
い
る
た
め
に
、
第
三
者
の
権
利
は
、
被
保
険
者
の
債
権
が
こ
れ
に
対
し
て
移
転
（
貫
き
ω
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

℃
8
§
）
さ
れ
た
も
の
と
す
る
点
で
は
異
論
が
な
い
。
今
日
に
お
け
る
第
三
者
の
直
接
請
求
権
の
根
拠
の
問
題
は
、
霊
8
巳
“
望
器
自
も
い
う

よ
う
に
、
加
害
者
が
損
害
賠
償
を
履
行
し
な
い
間
は
、
被
害
者
の
み
が
排
他
的
に
権
利
を
も
つ
こ
と
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
究
明
に
あ
る
も
の
と
さ
れ

　
　
（
9
）

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
被
害
者
は
加
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
と
い
う
債
権
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
加
害
者
（
被
保
険
者
）
の
財

産
は
そ
の
債
権
に
対
す
る
責
任
財
産
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
当
然
に
保
険
者
に
対
す
る
保
険
金
債
権
も
含
ま
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
被
害
者
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が
保
険
者
に
対
し
て
被
保
険
者
の
有
す
る
保
険
金
請
求
権
を
行
使
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
通
常
の
間
接
訴
権

（
”
＆
8
3
言
5
）
す
な
わ
ち
債
権
者
代
位
権
で
充
分
な
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
加
害
者
の
責
任
財
産
が
そ
の
負
つ
て
い
る
債
務
を
完

済
す
る
の
に
足
り
な
い
場
合
に
、
保
険
金
に
つ
い
て
被
害
者
を
一
般
債
権
者
と
競
合
さ
せ
る
こ
と
は
、
責
任
保
険
制
度
の
目
的
に
反
す
る
こ
と
と

な
る
。
そ
こ
で
、
保
険
金
額
の
限
度
内
に
お
い
て
、
被
害
者
の
損
害
賠
償
債
権
に
つ
き
特
別
の
掴
取
権
を
保
障
す
る
こ
と
、
特
に
、
損
害
賠
償
責

任
を
履
行
し
て
い
な
い
加
害
者
の
一
般
財
産
か
ら
保
険
金
債
権
を
除
外
し
、
他
の
一
般
債
権
者
が
こ
れ
を
差
押
え
る
こ
と
等
を
排
除
す
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
直
接
請
求
権
の
法
理
に
お
い
て
は
、
間
接
訴
権
す
な
わ
ち
債
権
者
代
位
権
か
ら
出
発
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
被
害
者

の
優
先
的
か
つ
排
他
的
な
権
利
と
し
て
構
成
す
る
た
め
に
、
判
例
法
的
お
よ
び
学
理
的
な
展
開
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
約
言
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
権
利
の
本
体
は
、
終
始
、
被
保
険
者
の
保
険
者
に
対
す
る
権
利
す
な
わ
ち
保
険
金
請
求
権
で
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
ド
イ
ッ
で
は
、
保
険
契
約
法
上
は
第
三
者
の
直
接
請
求
権
は
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
義
務
的
責
任
保
険
に
関
す
る
特
則
（
同
法

一
五
八
b
条
以
下
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
保
有
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
五
年
の
自
動
車
保
有
者
義
務
的
責
任
保

険
法
三
条
一
項
一
号
が
、
第
三
者
の
直
接
請
求
権
を
認
め
る
に
至
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
保
険
者
の
責
任
は
、
保
険
金
額
の
範
囲
内
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

け
る
法
定
的
な
連
帯
保
証
な
い
し
は
併
存
的
債
務
引
受
と
解
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
、
保
険
者
は
、
被
害
者
に
対
し
て
被
保
険
者
と
同
一
の

債
務
す
な
わ
ち
損
害
賠
償
債
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
論
を
も
と
に
、
わ
が
商
法
六
六
七
条
の
所
有
者
の
直
接
請
求
権
お
よ
び
自
賠
法
一
六
条
の
被
害
者
の
直
接
請
求
権
の
性
質
を

検
討
し
て
み
る
と
、
前
者
は
、
そ
の
立
法
理
由
書
が
「
保
管
者
ヨ
リ
保
険
者
二
対
シ
テ
其
損
害
ノ
填
補
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヨ
リ
モ
却

テ
所
有
者
ヲ
シ
テ
保
険
者
二
対
シ
直
接
二
其
損
害
ノ
填
補
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
コ
ト
損
害
填
補
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
便
利
ナ
ル
ヘ

シ
」
と
し
て
、
所
有
者
へ
の
保
険
者
に
対
す
る
保
険
金
請
求
権
の
付
与
を
認
め
て
お
り
、
本
質
的
に
は
代
位
権
的
な
構
造
で
あ
る
も
の
と
い
え
る
。



あ
る
い
は
、
商
法
六
六
七
条
の
規
定
を
も
つ
て
、
物
の
保
管
者
の
責
任
保
険
と
し
て
火
災
保
険
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
所
有
者
の
利
益
も

競
合
的
に
付
保
さ
れ
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
法
定
的
に
他
人
の
た
め
に
す
る
契
約
た
る
性
質
が
併
有
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の

と
解
す
る
立
場
も
生
じ
う
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
す
な
わ
ち
保
険
者
に
保
険
金
額
の
範
囲
内
で
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
る
自
賠
法
一
六
条
一
項
は
、
少

な
く
と
も
機
能
的
に
は
、
法
定
的
な
保
証
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
殊
に
、
同
法
一
六
条
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
険
者
は
被
保
険
者
に
対
し
て

免
責
さ
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
被
害
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
す
れ
ば
、
自
賠
責
保
険

と
い
う
も
の
は
、
も
は
や
制
度
自
体
が
責
任
保
険
た
る
性
質
を
止
揚
し
て
、
交
通
事
故
被
害
者
救
済
の
た
め
の
別
個
の
制
度
と
な
つ
て
い
る
も
の

と
す
る
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
保
険
契
約
的
な
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
の
保
証
に
つ
い
て
の
求
償
関
係
を
、

保
険
的
技
術
を
も
つ
て
構
成
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
保
険
者
の
保
証
的
な
機
能
を
、
責
任
保
険

契
約
法
理
の
中
で
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
不
可
能
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う
は
い
い
き
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
被
害
者
救
済
の
た
め
の
特
殊
な
政

策
的
効
果
を
除
き
、
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
保
険
給
付
の
本
質
を
「
責
任
免
脱
」
と
把
握
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
理
論
化
は
可
能
な
の
で
あ

る
。

　
（
1
）
倉
沢
「
責
任
保
険
に
お
け
る
被
害
者
の
直
接
請
求
権
」
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
8
一
〇
〇
頁
以
下
。

　
（
2
）
　
中
西
・
前
掲
四
三
頁
以
下
。

　
（
3
）
　
西
嶋
・
責
任
保
険
法
の
研
究
二
五
九
頁
以
下
。

　
（
4
）
　
中
西
・
前
掲
五
二
頁
以
下
。

　
（
5
）
　
同
四
三
頁
。
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倉
沢
「
責
任
保
険
に
お
け
る
被
害
者
の
直
接
請
求
権
」
前
掲
一
〇
三
頁
以
下
、
お
よ
び
同
論
文
で
引
用
し
て
い
る
野
田
、
金
沢
、
西
嶋
、
岩
崎
教
授
の
論
文
参
照
。
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以
上
の
よ
う
な
検
討
は
、
結
局
何
を
物
語
る
か
。
そ
れ
は
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
現
段
階
に
お
け
る
責
任
保
険
契
約
と
い
う
も
の
の
不
定
型

性
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
田
辺
康
平
教
授
は
、
責
任
保
険
契
約
の
概
念
類
型
に
属
す
る
も
の
の
中
に
も
、
そ
の
形
態
と
し
て
は
な
お
異
つ
た
種

類
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
「
責
任
保
険
契
約
の
構
造
を
現
実
の
契
約
に
即
し
て
吟
味
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
な
お
三

つ
の
異
な
つ
た
形
態
の
も
の
が
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
一
は
、
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
責
任
を
負
担
し
、
か
つ

現
実
に
賠
償
義
務
を
履
行
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
の
金
額
を
限
度
と
し
て
、
保
険
者
が
損
害
填
補
の
責
に
任
ず
べ
ぎ
契
約
で
あ
り
、
そ
の
第

二
は
、
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
担
し
た
場
合
、
保
険
者
は
第
三
者
に
保
険
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
被
保
険
者
の
責
任
を

免
脱
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
現
実
に
賠
償
義
務
を
履
行
し
た
場
合
だ
け
被
保
険
者
に
保
険
金
を
給
付
す
べ
き
契
約

で
あ
り
、
そ
の
第
三
は
、
被
保
険
者
か
第
三
看
に
対
し
責
任
を
負
担
し
た
と
い
う
事
実
か
生
じ
た
だ
け
で
、
た
だ
ち
に
被
保
険
者
に
保
険
金
を
給

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

付
す
べ
き
契
約
で
あ
る
」
と
。

　
筆
着
は
、
右
の
田
辺
教
授
の
見
解
の
麟
尾
に
附
し
て
、
第
三
者
の
直
接
請
求
権
の
根
拠
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
試
み
た
こ
と
が
あ

（
2
）

る
。
す
な
わ
ち
、
責
任
保
険
契
約
と
は
、
被
保
険
者
の
法
的
責
任
負
担
と
い
う
消
極
的
利
益
を
目
的
と
す
る
契
約
と
い
う
点
を
基
準
に
分
類
さ
れ

た
概
念
類
型
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
も
の
が
含
ま
れ
う
る
。
今
日
、
責
任
保
険
制
度
の
目
的
が
も
つ
て
い
る
当
事
者

の
意
思
に
対
す
る
規
範
的
作
用
が
、
責
任
保
険
契
約
の
目
的
を
責
任
免
脱
に
置
く
こ
と
を
要
求
す
る
が
、
し
か
し
、
責
任
免
脱
を
実
現
す
る
た
め

の
具
体
的
な
効
果
（
契
約
内
容
）
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
田
辺
説
の
い
う
第
二
の
形
態
の
契
約
に
お
い
て
は
、



被
保
険
者
に
つ
き
生
ず
る
契
約
の
効
果
と
し
て
の
保
険
金
を
、
保
険
者
は
被
害
者
に
対
し
給
付
す
る
義
務
を
負
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
契
約
上
の

保
険
金
請
求
権
は
被
保
険
者
に
帰
属
す
る
が
、
こ
の
形
態
の
契
約
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
は
あ
ら
か
じ
め
責
任
免
脱
の
た
め
に
条
件
附
の
権
利

移
転
を
約
し
、
保
険
者
か
こ
れ
に
承
諾
を
与
え
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
第
三
者
の
直
接
請
求
権
の
根

拠
は
、
右
の
よ
う
な
被
保
険
者
お
よ
び
保
険
者
の
意
思
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
被
害
者
の
地
位
は
、
生
命
保
険
契
約
に
お
け
る
保
険
金
受
取
人
の

そ
れ
と
近
似
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
を
説
明
的
に
他
人
の
た
め
に
す
る
契
約
た
る
性
格
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
で
ぎ
る
か
も
知
れ
な

い
。
た
だ
、
以
上
の
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
第
三
者
の
直
接
請
求
権
は
、
責
任
保
険
契
約
の
う
ち
あ
る
特
定
の
形
態
．
内
容
の
も
の
に

つ
き
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
き
当
然
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
な
る
た
め
に
は
、
契
約
内
容
の
立

法
的
定
型
化
か
必
要
で
あ
つ
て
、
商
法
六
六
七
条
お
よ
び
自
賠
法
一
六
条
一
項
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
、
と
。

　
筆
者
が
、
右
の
試
論
の
結
論
と
し
た
、
「
責
任
保
険
に
お
け
る
被
害
者
の
直
接
請
求
権
の
法
理
の
展
開
と
い
わ
れ
る
も
の
の
実
質
は
、
同
一
形

態
の
契
約
に
お
い
て
被
害
者
救
済
の
理
論
が
展
開
し
て
来
た
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
責
任
保
険
契
約
の
形
態
自
体
が
、
そ
の
理
念
型
を
め
ざ
し

て
、
合
目
的
的
に
展
開
し
て
来
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
う
る
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
な
お
同
様
の
考
え
を
持
ち
続
け
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
目
身
、
右
の
試
論
の
段
階
に
お
い
て
は
、
商
法
六
六
七
条
に
お
け
る
所
有
者
の
権
利
と
自
賠
法
一
六
条
一
項
に
お
け

る
被
害
者
の
権
利
と
の
、
内
容
・
性
質
上
の
相
違
が
見
落
と
さ
れ
て
い
た
も
の
と
せ
ぜ
る
を
え
な
い
。

　
第
三
者
の
直
接
請
求
権
の
根
拠
を
、
責
任
保
険
契
約
に
お
け
る
責
任
免
脱
給
付
に
よ
る
損
害
填
補
の
引
受
と
い
う
保
険
者
の
意
思
（
契
約
内
容
）

に
も
と
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
保
険
事
故
の
発
生
に
よ
つ
て
被
保
険
者
が
負
担
し
た
損
害
賠
償
責
任
を
、
保
険
者
が
代
わ
つ
て
履
行
す
る
と
い

う
効
果
に
結
ひ
つ
く
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
対
し
、
第
三
者
の
保
険
金
取
得
は
、
本
質
的
に
は
、
法
定
的
な
代
位
の
問
題
と
見
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
今
日
、
例
え
ば
家
庭
用
自
動
車
保
険
の
普
通
保
険
約
款
賠
償
責
任
条
項
六
条
一
項
は
、
対
人
事
故
に
よ
つ
て
被
保
険
者
に
法
律
上
の
損
害
賠
償

　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
　
　
（
一
一
九
）



　
　
　
商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
　
　
（
二
一
〇
）

責
任
が
発
生
し
た
と
き
は
、
被
害
者
は
、
保
険
会
社
が
被
保
険
者
に
対
し
て
負
担
す
る
損
害
填
補
責
任
の
限
度
に
お
い
て
、
保
険
会
社
に
対
し
て

損
害
賠
償
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
定
め
て
お
り
、
現
実
に
契
約
内
容
と
し
て
責
任
免
脱
給
付
を
引
受
け
る
契
約
が
登
場
し
て

来
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
自
賠
法
一
六
条
は
、
そ
の
本
質
な
い
し
根
拠
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
自
賠
責
保
険
契
約
の
内
容
と
し
て
の
責
任
免
脱
給
付
に
も

と
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
交
通
事
故
の
被
害
者
救
済
と
い
う
公
共
的
政
策
目
的
達
成
の
た
め
に
、
か
な
り
特
殊
な
制
度
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
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も
の
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
責
任
保
険
に
お
け
る
第
三
者
の
直
接
請
求
権
と
い
つ
て
も
、
そ
の
内
容
・
性
質
は
、
現
段
階
に
お
い
て
は
責
任
保
険
契
約
の
不

定
型
性
に
応
じ
て
、
多
様
で
あ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
第
三
者
の
権
利
が
保
険
金
請
求
権
を
代
位
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

被
保
険
者
の
保
険
金
請
求
権
行
使
に
つ
い
て
の
条
件
（
範
囲
、
抗
弁
、
時
効
等
）
が
原
則
と
し
て
第
三
者
の
権
利
に
も
妥
当
す
る
。
ま
た
、
責
任
免
脱

給
付
と
し
て
の
損
害
賠
償
責
任
負
担
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
保
険
者
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
は
、
身
元
保
証
人
な
い
し
は
契
約
上

の
連
帯
保
証
人
の
地
位
が
類
推
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
自
賠
責
保
険
は
公
共
政
策
目
的
達
成
の
た
め
の
特
殊
な
制
度
で
あ
る
か
ら
、

自
賠
法
の
定
め
る
か
ぎ
り
で
、
こ
れ
と
は
異
な
る
効
果
が
、
責
任
保
険
契
約
法
理
に
と
つ
て
は
一
種
の
変
則
と
し
て
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に

な
る
。

　
先
に
挙
げ
た
最
高
裁
昭
和
三
九
年
五
月
一
二
日
の
判
決
の
事
案
は
、
自
賠
法
一
六
条
一
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
X
の
保
険
会
社
に
対
す

る
請
求
が
保
険
金
請
求
権
の
代
位
行
使
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
Y
の
上
告
理
由
が
排
斥
さ
れ
た
こ
と
は
正
し
い
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
判
決
の
い
う
よ
う
に
、
自
賠
法
の
規
定
に
よ
り
X
の
保
険
会
社
に
対
す
る
賠
償
請
求
権
が
Y
の
保
険
金
請
求
権
か
ら
は
独
立
に

存
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
連
帯
保
証
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
依
然
と
し
て
問
題
は
の
こ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
民
法
四
五
八
条
・
同
四
三
九
条

の
類
推
に
よ
つ
て
、
保
険
会
社
に
対
す
る
権
利
放
棄
は
絶
対
的
効
力
を
有
す
べ
き
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。



　
本
判
決
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
X
の
保
険
会
社
に
対
す
る
権
利
の
一
部
放
棄
の
た
め
に
Y
の
保
険
金
請
求
権
の
消
滅
を
ぎ
た
す
こ
と
は
な
く
、

X
と
保
険
会
社
と
の
合
意
と
は
無
関
係
に
Y
は
依
然
と
し
て
保
険
金
請
求
権
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
、
本
件
上
告
を
棄
却
さ
れ
た

Y
は
、
X
に
対
し
賠
償
責
任
を
履
行
し
た
上
で
、
本
件
保
険
会
社
に
対
し
保
険
金
の
支
払
を
請
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
一
体
、
保
険

会
社
と
X
と
の
間
の
合
意
は
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
か
。
結
局
、
判
決
の
考
え
方
は
、
自
賠
責
保
険
契
約
に
あ
つ
て
は
、
保
険
金

額
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
保
険
会
社
は
究
極
的
に
賠
償
責
任
負
担
者
た
る
地
位
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
は
、
自
賠
法
上
の
被
害
者
救
済
制
度
の
理
解
の
仕
方
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
こ
れ
が
責
任
保
険
契
約
に
つ
い
て
の
判
例

法
た
る
位
置
を
占
め
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
田
辺
「
責
任
保
険
契
約
の
特
殊
性
と
そ
の
本
質
」
南
出
記
念
論
集
一
三
二
頁
。

　
（
2
）
　
倉
沢
「
責
任
保
険
に
お
け
る
被
害
者
の
直
接
請
求
権
」
前
掲
一
一
二
頁
。

　
（
3
）
　
倉
沢
「
保
険
、
渚
と
第
三
者
と
の
関
係
」
新
種
・
自
動
車
保
険
講
座
－
六
五
頁
。

商
法
六
六
七
条
と
自
賠
法
一
六
条

一
一
＝
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